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科　目　名 学期 配当年次・単位整理番号 担当教員

３年以上：４単位２１４

　社会の実証分析に使われる統計的手法の理論を学習し、それを分析用具として各自のテー
マに応じて実際のデータを分析する。
　社会の動きは統計データによってとらえられる。したがって、社会の動きを分析し、その
将来を予測するためには、統計的手法が不可欠である。この演習の目的は、それらの分析手
法の理論的な基礎を学習し、それを応用して実証分析をおこなうことにある。
　１年度配当の「統計学入門」および「統計学」を前提として、テキストを選択する。した
がって、これら２科目を履習済もしくは受講中であることが応募の要件である。演習参加者
には、合宿および集中ゼミへの参加を義務づける。このため、それらに必ず参加できること
も応募の要件である。
　この他、３年進級時に残り２年間で卒業できる単位数を取得していること、普段の講義の
出席状況がよいこと（８割以上）も必要である。

第１回：教科書の決定、年間予定の確認

第２回－第29回：教科書の輪読（１）－（28）

第30回：教科書の輪読（29）、ゼミレポート提出

　社会の分析に使われる統計分析の手法を解説した教科書を、受講者確定後に決定します。

　フリーソフトウェア　Ｒによる統計分析をあつかった教科書を選ぶ予定です。

　http://www.f.waseda.jp/saigo/

社会分析のための統計的手法

経済学科
2012

　ソフトウェアＲによる統計分析の技術取得。
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分析目的の説明の明解さ、データの適格さ、分析手法の妥当性｡

ハンドアウトの質、説明の質、グループのチームワーク。




